競 技 運 営 規 定

［競技運営]　本大会の競技運営は、この規定による。

［競技規則]　競技規則は２０１６年度（公社）日本ホッケー協会競技規則に準じて行う。

[競技方法]　参加申込チーム数に応じて、主催者にて競技方法を決定する。
［競技時間]　各試合の競技時間は、前半３５分・ハーフタイム５分・後半３５分の計７５分とする。
　　　　　　ただし、交流試合については３５分のみの試合を設ける場合もある。
[レギュレーション]
　　　　　　２０１６年の国内大会で実施するレギュレーションについては、すべての試合について高校生以上に適用される条件を採用する。
[スターティングリスト]

　　　　　　試合に出場する選手については、登録した３０名の中から選びスターティングリストに記載すること。（登録した３０名の範囲であれば、日々ベンチ入りの選手を選択することができる。３０名全員をベンチ入りすることも可。）

［延 長 戦]　延長戦は行わない。

［Ｓ Ｏ 戦]　トーナメントにおいて規定の時間内に勝敗の決しないときは、次に定めるシュート・アウト戦（以下ＳＯ戦という）を行い、勝敗を決する。ただし、表彰のための順位決定の必要がない場合は、ＳＯ戦は実施しない。
［ＳＯ戦による勝敗の決定方法]
（１）両チームの監督は、５名のシューターと１名のＧＫを指名する。

（２）両チーム５名ずつのプレーヤーにより、交互に攻防を１巡行い、得点の多いチームを勝者とする。なお、勝敗の決した時点で打ち切るものとする。

（３）（２）のＳＯ戦においても勝敗の決しないときは、１名ずつのサドンデス方式により勝敗が決するまで行う。

［そ の 他］
　（１）出場する選手のプレーヤーナンバーの番号帯は、特に範囲指定しない。

（２）各試合時に着用するフィールドプレーヤー及びゴールキーパーのユニフォーム色は、必ず事前に当該試合の代表者間で調整を行い、配色が重複することのないよう配慮すること。
　　　なお、女子チームの競技機会創出のための臨時措置として、小学生、中学生、マスターズ男子の選手をチーム編成に加える場合については、ビブス等による対応も可とする。
　（３）荒天時で試合実施・続行が不可能な状況のときは、会場、時間の変更等、競技委員の指示に従うこと。
（４）万一負傷等の事故があった場合、参加選手自身と、各チーム単位の責任において治療等を行うこと。なお、参加者は健康保険証を携行することが望ましい。

（５）本規定に定めない事項については、競技委員の指示に従うこと。
